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るだろう. またその喜びとは, 言葉の意味内容を理解した上で, 言葉という文化が持つ表現の味
わいやその表現力そのものを味わうことから生じるものだ. 知のあり方の地盤変化に対応し, 読
書層は量的にも, 質的にも変化を遂げている. 読書のあり方が全体的に変化する中で, 読書に障
害を持つ人たちにとって書物を読む環境はどのような現状にあるのか, 出版社の側はこの問題に
どのような考えを持ち, どのような取り組みを行っているのかについて, 問題提起が行われるよ



















小 泉 純 一
アフリーとユニバーサルデザインの理念の相違, 情報保障とそれを越えた言語世界の構築の問題
など, 多岐にわたっている. 障害を持つ人たちの読書問題がどのように議論されてきたのかを知






目下, 様々な名称が用いられている. たとえば, ｢図書のアクセシビリティ｣, ｢バリアフリー出
版｣, ｢バリアフリー図書｣ など. 名称が違えば細部には相違点も生じるであろうが, ｢活字を読
むことに障害を持つ人たちに読みやすい本やその環境を整えることを目的として作られた図書｣
のことをバリアフリー図書 (ブック) と総称する. その中でも, 障害を持つ子ども向きに書かれ
た絵本については, バリアフリー絵本と呼ぶ. また, 出版社の取り組みを主に考える場合はバリ
アフリー出版ということになる. 簡単に言えば ｢活字のバリアフリー｣ だ.
所謂弱者と名前をつけられている人たちが直面する社会的なバリアには様々ある. そのような




か, その精神的営みを抜きにして, 権利保障を叫ぶことに私は危惧の念を抱かざるを得ない. ま







バリアフリー図書の背後にある理念は, 言語権, あるいは読書権の考え方である. 言語権はも
ともと 19 世紀に他の民族の支配下に置かれたヨーロッパの少数民族の言語を擁護するために初
めて用いられた. その後, 20 世紀に入り多元文化主義の風潮にも後押しされ, 言語的マイノリ
ティとして障害を持つ人, 移民にも言語権を認める必要があるという認識も生まれてきている.




た形で, 言語権を考えていかなくてはならない｣ (古賀 2006：6) という原則的な立場に立つ必
要がある. 古賀氏はその権利の正当性を, 庄司氏の ｢一般に, 自らの言語, 特に母語を自由に用
いる権利｣ (庄司 2005：10) からの引用から, 個人の母語による表現の自由や, 個が属する集団
の紐帯である言葉が守られるべきものであるという論拠から説き起こしている. 言葉を基本的人
権の範疇で理解するためには, 狭い意味での言葉の機能や働きを越えた部分に存する権力や国家







言語権というと抽象的に響くが, 視覚障害を持つ人たちへの ｢読書権｣ という用語は 1970 年
から用いられている. さらに, 明治時代から視覚障害者の教育や運動が行われてきたことを考え
ると, この名称が使われるようになる以前から, その考えは生まれていたと思われる. 戦前から
戦後にかけての視覚障害者およびその組織による読書をめぐる活動について, 金氏は点字図書館
の功績とその限界という視点から概要をまとめている. (金 2006：108-21) しばさき氏によれば
｢読書権｣ は 1970 年に視覚障害者読書権保障協議会が結成された折に提唱され, ｢人間の文化生
活を維持発展させる上で不可欠な基本的人権 (生存権) の 1つである｣ と位置づけられていた.




中氏は ｢抑圧者の言葉｣ とそれを学ぶことを強制される子どもたちの関係を, 福島智氏を引用し
つつ ｢障害者と健常者の共生｣ という構図の中で読み解こうとしている. 福島氏は ｢健常者と同
等・互角｣ に生活することが ｢障害を克服する｣ ことであり, ｢障害者の目標｣ だとする考えに
健常者の御都合主義的意識を見抜いている.








しかし, 言うまでもなく, 現実は異なる. 健常者同士も, そして, 障害者同士も, とうて




いる. 田中氏はこのような問題も含め, ｢健常者と同等・互角｣ に生活することを ｢障害者の目
標｣ とする ｢言説｣ とは, ｢障害者のうちでも言説能力の低い, よりマイノリティの立場にある
者たちの意見が聞きいれられていない｣ ことから, ｢抑圧者の言語｣ と呼び, ｢共生の問題が ｢障
害者と健常者｣, ｢男性と女性｣ といったように二項対立的に捉えられること自体の危険性｣ (田
中 2006：74-5) があると指摘し, ｢抑圧者｣ の側のでなく ｢他者の言語｣ が保障される必要があ
ることを結論としている. 言語的マイノリティにとってその言葉を基本的人権として認めるにと





いるが, バリアフリー図書についても同様の指摘がなされている. バリアフリーの発想は, 健常
者が得られる利便を基準とし, それを得ることができない障害者に, 何らかの手立てを施すこと
で, その利便の一部を保障しようとするもの. 一方, ユニバーサルデザインの発想はそのような
バリアそのものを根本的に生み出さない点に特長がある. これについては古賀氏が ｢ことばのバ
リアフリー｣ という視点から問題提起を行っている. 特に, 知的障害児・者が書物を読む場合,
｢｢内容理解｣ に関わるユニバーサルデザインを意識していない部分が大きい｣ ことを問題とし,







を進むことが現実的であろう. 以下においても, この意味をこめて, 便宜的にバリアフリー図書
という表記を用いることにする.




認識する. 意識において世界は言葉として構築されているからだ. また, 言葉なしでものを考え




















し, さらに障害学が提唱され, 障害の捉え方が根本的に変化したことなどにより, 読書の問題を
含めた, 人権保障の問題に光が当てられるようになってきているからだ.
社会福祉を啓蒙する本が私の目につき始めたのは 70 年代のことだった. 障害者の問題に目が
向けられる程度に社会が豊かになり, アメリカではアフリカ系アメリカ人の人権と女性の人権に
まず配慮が払われるようになり, 日本でもフェミニズムの大波がうねりを上げた直後の時期のこ
とだ. 70 年代に翻訳出版された 『わたしたちのトビアス』 や森永砒素ミルク事件を素材とした
『はせがわくんきらいや』, 80 年代に出版された 『さっちゃんのまほうのて』 などは, 社会的な
問題や障害を持って生まれたことの意味を考えさせる絵本だという点で, 異彩を放っていた. 障
害を持つことを隠すのではなく, その意味を社会的にカミングアウトする時代の幕開けの時期だ.




バリアフリー絵本と言う名前を打ち出したのは, 2003 年に JBBY ｢日本国際児童図書評議会｣
が巡回展を行った ｢世界のバリアフリー絵本展｣ が初めてだと思われる. そこでは, オスロ障害
児図書資料センターに集められた 4000 タイトルから 43 タイトルが選りすぐられ, それに日本国
内で市販された図書, 様々な団体が手作りで作成した数十タイトルを追加し, 展示された. バリ
アフリー絵本の全体像は IBBY ｢国際児童図書評議会｣ 障害児図書資料センター長のニーナ・A・
ライダーソン氏が適切にまとめている.
特別なニーズを持つ子どもたちのために (for), あるいはその子どもたちについて (about),
さらにはその子どもたちによって作り出された (by), さまざまなカテゴリー, ジャンルに属
する 43 タイトルの絵本を, このカタログでは簡単な解説つきで紹介します. (ライダーソン
2003：2)
この巡回展では絵本が中心であったのでバリアフリー絵本となっているが, 絵のついていない
読み物もその中にはあったので, バリアフリー図書としても同じ意味と考えていい. また ｢その




る. 絵本の数で言うと, 啓蒙書や障害を持つ人が著者であるような本と比べると, 障害を持つ子
どもたち向けの絵本は圧倒的なまでに点数は少ない. 視覚障害や聴覚障害などを持つ子どもの数
は限定されるし, そういう子どもたちが読みやすいような本作りをするには, 手間と暇とお金が
かかる. その上, 販売数が限られるとなれば, これまでに出版されてきた数が少ないことに驚く
までもないだろう.
上の巡回展での展示内容はカタログの説明ではさらに九つに細分化されている. 順番にあげて
おくと, ｢身振りで語る (手話つき絵本)｣, ｢ブリスやヒストグラム (絵文字) がついている本｣,
｢指で読む (触る絵本)｣, ｢市販絵本に点字をつけた本｣, ｢音の描かれている絵本に音声をつけた
本｣, ｢｢やさしく読める本｣ として特別に作られた本｣, ｢一般の市販絵本の中で ｢障害｣ を越え
てみなが楽しめる本｣, ｢｢障害｣ のある人物が描かれている本｣, 最後に ｢｢障害｣ のある人たち
のアートや文学作品｣ である.
上の九つを分類しておくと, 最初の六つは障害を持つ子どもたちのために書かれたバリアフリー
絵本. 七つ目の ｢一般の市販絵本の中で ｢障害｣ を越えてみなが楽しめる本｣ は定義が広いのだ
が, ユニバーサルな視点から描かれているものと言えるだろう. その次の ｢｢障害｣ のある人物
が描かれている本｣ とは, 社会福祉の啓蒙書の一つと考えられる. 最後のジャンルは, 障害を持
つ人の自己表現を示すもの. 以上九種類である.
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障害を持つ子どもたちが読みやすいように書かれているもの六種類のうち, 聴覚に障害を持つ
子どもを対象としたものが ｢身振りで語る (手話つき絵本)｣ もの, 文字認識に困難を持つ知的
障害の子どもを意識したものが ｢ブリスやピクトグラム (絵文字) がついている｣ もの. 特に後
者は, 日本においても江戸時代までに用いられていた ｢めくら暦｣ (文字を読めない人のために
考案されたもの) と共通する要素を持つ.
次に, 視覚に障害を持つ子どもを主に対象としたもの. ｢指で読む (さわる絵本)｣, ｢市販絵本
に点字をつけた本｣ と ｢音の描かれている絵本に音声をつけた本｣ の三つ. 市販の絵本に点字を
つけたものは, 赤塚不二夫の 『よーい, どん』 などのように出版段階で点字が付けられているも
のと, 出版後ボランティア団体が点字のテープを貼り付けたものに分けることができる. 点字と
墨字の両方で書かれているので, 視覚に障害を持つ子どもと健常児, 健常な親と視覚障害を持つ
子ども (あるいはその逆) が, 障害を乗り越えて読書体験を持てる点で, 点字だけで書かれたも





るものだ. また, 音声を付けた絵本は, 市販の絵本の音声朗読版, 所謂DAISYと呼ばれている
ものなどがある. 大人向きの図書でも, 昨今は朗読テープやCD付きのものが作られ始めている
ので, 聞く読書は, 音声再生メディアの発展により, 障害を持つ人だけのものとは言えなくなっ
てきている.
｢｢やさしく読める本｣ として特別に作られた本｣ は, ｢ブリスやヒストグラム (絵文字) がつ
いている本｣ 同様, 理解能力に障害を持つ知的障害者を意識したもの. 但し, わかりやすい記号
のブリスや絵文字を使うのではなく, 内容そのものがわかりやすく描かれている点が異なってい
る. 難読症の人にとどまらず, 認知症の高齢者, 外国語学習者や移民の存在を意識したものと捉
えることもできるだろう. ここには画像と文字, さらに文字の音声再生をセットにしたマルチメ
ディアDAISYと呼ばれているCDでの出版物も含まれている.














図書への取り組みというテーマで 2006 年から二年生のゼミナールを行っている. 2006 年は学生
との話し合いの中で, 出版社がバリアフリー図書についてどのように考えているのかを調べるア
ンケート調査を行うことになった. 出版社側の調査を行うだけでなく, 宣伝活動も行ないたかっ
たので, バリアフリー図書紹介の冊子を作成し, それを同封していくつかの学校に送付し, 宣伝









書を出版していない出版社. 出版社の選定について, 地域は全国規模であり, 出版社の規模も大
手から中小まで, 様々だった. 学校については, 大学のある地元, 愛知県の小学校四校, 中学校
三校, 福祉系の高校に三校, 養護学校五校, 院内学級五校, 合わせて二十校を選定した.




容である. 出版していない場合には, 過去にバリアフリー図書出版の企画はあったか. 要請があ
れば, バリアフリー図書を出版する考えはあるか. 現在, 障害者に対して出版する上でどのよう
な配慮やサービスを行っているか, などである. 学校へのアンケート内容は, バリアフリー図書
について知っているか. 使っている場合, 利点は何か. どのような点でバリアフリー図書に関心
を持つことができたか. 今後バリアフリー図書を授業に取り入れる場合, どのような効果が予想
できるかなどである. 出版社へのアンケートでは, バリアフリー図書出版に対する考えを知るこ
とと, その出版の難しさを明らかにしたかった. 学校へのアンケートでは, バリアフリー図書に
ついてより多くの人に知ってもらうきっかけにしたかった.
さて, その結果だが, 出版社からの回答は三十社中十三社, 学校からは二十校中八校から回答












リアフリー図書は, 主に書物に点字を付けたもの, あるいは点字に打ち直したものである. 主に
視覚障害を持つ子どもが楽しめるような絵本と考えていい. 視覚障害者に配慮した図書について
は金銭的な課題の乗り越え方について, 二つの考え方がある. 商業出版である以上, 商品として
成立しなければ, 出版をしないのが前提である. 三千部程度が売切れれば, 商品としては成立し
ているようだ. 一方, 障害者の支援組織の側は, 利益を度外視し, あるいは様々な公的な援助も









と. もう一つは, ｢墨字と点字を共用していることから, 晴眼者と視覚障害者が出会えるコミュ
ニケーションツールとして利用してもらい, 互いの理解を促すアイテムとなれば｣ と考えたこと.
このような発想で本作り行っている点で, 他の出版社とは異なっている. 実際の製本で工夫して
いるのは, 蛇腹で折りたたむ形にすることで, 製本のコストをかけないという点である. 一方,
色のコントラスをはっきりさせ, 手で触れて紙面上のテクスチャーの違いが分かるような工夫を
行っている. 一般の書店にはおろさず, インターネットや展示即売会での販売が主だが, 商品と
して成立していることを教えられた.
一方, 書籍の点訳サービスを行っている ｢オフィスリエゾン｣, 同じく音訳サービスを行って




ある本を点字にする場合, 障害者自立支援法が平成 18 年に施行する以前は, 国の価格差保障制
度を利用することができた. これは点字図書が高額となるので, 墨字版との価格差を補償するも






ある. しかし, 図書の録音などについては, どちらの助成制度においても認められてはいない.
図書を音訳したテープを利用できるのは視覚障害者に限らないというのが役人の見解だが, その
目的が社会福祉のためであることを考慮し, 柔軟な対応をすべきだろう. 両出版社の場合, 市販
の図書を視覚障害者からの要望に応じて点訳や音訳を行っているので, 出る部数も限りがある.
付け加えておくと, 松井進氏の 『二人五脚』 (2001) が, 音訳版 (朗読テープ), 点字版, 大活字
版, DAISY 版, 以上五種類の版で出版された際, 点字版と音訳版を請け負ったのがこれら二つ
の出版社であった. 1500 円で市販された 『二人五脚』 の場合, 点字版 15000 円, 音訳版は個人





きるか, 点字のテープを貼り付けたり, 点字版を作ったり, 布で絵本を作ったり, 金銭を度外視
し, 様々な取り組みが肉親や関係者によって行われてきた. しかし, その本に触れることができ
る子どもの数は限られている. 障害を持つより多くの子どもに図書を供給するためには, そこで
培われた知恵や努力を商品とする, あるいは障害を持つ人も享受できるような図書作成のありか




は市販する段階でテキストに点字を施す場合. もう一つは, 市販された図書に, 後から, 点字版
や, 朗読テープなどを作成するもの. この二つの方法には, 問題に対する二つの考え方が隠れて
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や国の広報物, 選挙のビラなど, 国民が共有すべき情報をそのままでは知ることができない. こ
うした公共情報について視覚障害者から要望があれば対応するであろうが, 対応の仕方は公共団
体によって様々であるようだ. 義務教育で用いる教科書はともかく, 大学で使用するテキストや
レジメについて, 健常の学生と同じような読書環境が整っているわけではない. あるいは, 十代
の若者向けに書かれている音楽や映画, ゲームなどの情報雑誌など, 点訳版があるはずもない.
そのような状況を考えると, 視覚障害を持つ者と健常者は異なった世界を生きていることを改め
て実感する. そのような巨大な障壁があるのだから, 少しでもそのバリアを, 情報を保障する点
から突き崩すことが必要であることは否定できない.
上の場合には, 健常者が享受している情報をできるだけ視覚障害を持つ人にも提供する方法を
模索することになる. 但し, まったく同じ程度に保障することは恐らく不可能である. どれだけ
情報保障をしようとしても, 同じように感じることはできない. 健常者の生きる世界が基準であ




思いを問いかけたのに対し, ｢障害があろうとなかろうと, 性格が弱かろうと強かろうと, 協力
し合ってみんなが楽しく暮らせるように, そのためにあったほうがよいと思う本を出しているだ










ように立ち向かい, 対応すればいいのかを考える契機となる. また, 実際に点字や手触りの違う
絵本に触れ, ｢まだ字が読めない小さい子でも触るとボコボコしているので, ずっと触って楽し









ない. 1970 年から院内文庫として活動を始めた札幌のふきのとう文庫では, 初めは脳性まひの
子供を持つ母親の要望に応えるため布絵本を作ったのだが, 自閉症や筋ジストロフィーなど他の
障害を持つ子どもたちにとっても布絵本が魅力的な存在であることがわかり, 活動の主力を布絵








の 『山頂にむかって』 (2002) や知的障害者を含めて楽しむことができるものとしてマルチメディ








学校では, ｢感触を楽しむとともに注視を促す｣ 点で布絵本を, ｢音と絵, そして文字への対応を


















図書室や図書館, あるいは書店でも, バリアフリー絵本と明示したコーナーが作られるなら, そ




ム) のサイトにある現場の養護学校教諭からの報告 (DINF) を見ると, パソコンを通し, 画像
と文字と音が連動することで, 知的障害を持つ多くの生徒の関心を引き起こすことができたこと



























要を述べている. 一方, 一出版社の立場では, 経済的に成立するかどうかで, やむをえない選択
を迫られることを認めた上で, ｢同種の書籍を発行している出版社の共同の取り組みが必要では
ないか｣ と, 出版社の側が協力して取り組むべき課題であることを認識している. 法律で一定の
ラインを定めるためには, 活字のバリアフリーに対し一定の実績を各出版社が積み上げる必要が






普及を考える会｣ が 2002 年から活動していることを教えられた. この会の世話人を務めていた
のは 80 年代から絵本の点訳を手がけてきた ｢ふれあい文庫｣ の代表, 岩田美津子氏. 岩田氏に









出版社以外による, バリアフリーブックの啓蒙活動は, JBBY によって行われてきている.
JBBY の上部組織である IBBY ではノルウェーにある ｢IBBY 障害児図書資料センター｣ に,
世界中から障害児の読書に関する資料を収集している. 二年に一度, 特に優れたバリアフリー図
書四十冊を選定している. JBBY ではそれに向け, 日本で出版されたものから数冊を推薦して
いる. 2007 年度が選定の年に当たり, 国内選考で選ばれた七冊がネットで発表されている. 選
考委員の一人である撹上氏はその目的について以下のようにまとめている.
この選考会は, 本そのものの優劣をきめる ｢選考｣ ではなく, 障害のある子どもたちが本
を通してどのように世界を広げて行けるか, また, どんな工夫が読書の楽しみを広げていく
のか, その可能性を探る ｢アプローチ｣ に着眼して選考するものです. (撹上)
現代と文化 第 116 号
50
情報保障ではなく, 読書がどのように人の意識を拡大し, 豊かなものにするのか, そのために
作り手がどのような工夫を凝らしているか, それらの考え方がどのようなものであるか, 以上三
つが選考基準であることがわかる. 2005 年度版推薦図書のカタログでは, 選ばれた図書の特性
が次のようにまとめられている.
It is neither possible nor desirable to make a blueprint of what is a suitable book, be-
cause young people with disabilities are, like all of us, individuals with very different
needs and skills. Only a wide choice of books based on profound knowledge of the various
special needs can, in the end, give young people with disabilities access to books.
As an instrument for communication and participation, literature has an important
role to play in the development of our identity and quality of life. IBBY launched this
project in order to give young people with disabilities the opportunity to enjoy books as
others enjoy them. (Boiesen 2005：4)
























続けてきた. (河村) 読書権を基本的人権の範疇にあると考えるなら, 問われるべきは, 基本的
人権と著作権のどちらを優先するかということであり, 権利の重大さから見れば基本的人権が優
先するだろうと個人的には判断する. 基本的人権を認めずして, 著作権を認めることはありえな
いからだ. とは言え, 現実にはそうではなかった. 市販されている本について, 点字版を作成し
貸し出すことは認められているが, 朗読テープに吹き込むなど音訳する場合は, 著作権を持つ出
版社と著者の許可を求める必要がある. この手続きをふむには時間的に手間がかかるだけでなく,
許諾が得られない場合もある. 結局, 点字を読むことができない場合, 視覚に障害がある人が読
みたいと思っても, 読むことができない本はあるのだ.
このような障害者を意識した出版状況についてはいくつかの分野で徐々に変化が生まれてきて
いる. 2005 年にNPO法人バリアフリー資料リソースセンターが設立され, 音訳をする際の著作
権の処理業務や二次使用料を支払い, DAISY 版を作成するなどの取り組みが開始されている.
また, 2003 年に日本文芸著作権センターが設立され, 公共図書館で録音図書を作成する際の一
括許諾業務, ｢びぶりおネット｣ で DAISY 図書を配信する際の一括許諾などの取り組みが開始
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図書を作ることは許されていない. 公共図書館で行おうとすれば, 著作権法に従い, 著作権者の
許諾を得なくてはならない. そのためには手間も時間もかかり, 結果的に労力が無駄に終わるこ
ともある. そこで, 図書の出版段階で, 営利を目的としない福祉目的の利用に限り, 事後の連絡
のみで, 著作権者に音訳や拡大化を認めてもらい, 許諾してもらえるなら図書に EYEマークを
印刷してもらうというものだ.
この方法は著作者にバリアフリー図書問題への意識を問いかける点で有効な方法に思える. と
は言え, この活動の認知度は低く, 2006 年段階でもこのマークがつけられた書籍は 300 冊程度.
但し, 勁草書房, 人間と歴史社, 総合法令出版, 日本図書館協会, TAC 出版は原則として全出
版物にこのマークが付けられていると言う. それ以外に, マークのついた書籍を出版したことの
ある出版社は約 120 社ある. EYEマーク以外に, 文化庁が中心になって制定した ｢自由利用マー
ク｣ というものもある. (日販 2004：17-18) これには三種類あり, ｢プリントアウト・コピー・
無料配布｣, ｢障害者のための非営利利用｣, ｢学校教育のための非営利利用｣ に分かれている. 両



















明し, テキストファイルを当該学生に限って提供してもらえないか相談をしてみた. 以前は, 提
供してもらえる出版社は限られていたが, 徐々にテキストファイルを提供してもらえるテキスト







ドをさせ, 点字化するか, 音訳するかで学生は利用することができる. ない場合は, 図書館が直
接出版社と交渉することになる. 当然やり取りには時間を要する. その結果, データファイルを
提供してもらえるかどうかは約半々. 受け入れてもらえた場合には, その利用に関して誓約書を









になったことだ. また, 学生が音声読み上げソフトを活用できるなら, データファイルを渡せば
学生の側で対応できるようになってきている. 英語のテキストに限らず, 社会福祉分野のテキス
トの中には, 視覚障害者向けに奥付ページに CD-ROMなどの引換券が添付されているものがあ
る. 学会誌の中では 『社会言語学』 の第六号から奥付ページに次のような但し書きが付けられて
いる.
視覚障碍そのほかの理由で, 活字のままこの本をよめないひとびとが利用することを目的
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社があった. 明石書店では, 本の購入者から障害のゆえにテキストデータが欲しいという要望が
あった場合検討の上, 提供しているということだ. 但し, 図書館から同じような要望が出された
場合は, それが貸出先でどのように用いられるかが確かではないので, 対応はしていない. (な
ごや会 2004：54) さらに, 2005 年に出版された 『わかる！盲導犬のすべて』 では, テキストデー
タの販売も明石書房では試みている. (松井 2005：35-6) また講談社から出版された光成沢美氏
の 『指先で紡ぐ愛』 も, この本を購入した視覚障害者からの要望があればテキストデータを提供
している. 執筆のほとんどがパソコンで行われるようになったので, 点字に関してはこれまで手
作業で行われてきた変換作業が, 格段に効率化できる条件が整ってきた. 音訳についても, パソ
コンの読み上げソフトを利用すれば, これまで必要とされた労力や費用はほとんどかからなくな
るだろう. 編集者の中にはデジタル化したデータを外部に提供すると, 改変が施されるなど, ど







能性があることを筑摩書房の平井氏が指摘している. (なごや会 2004：68-9) メディアの進歩に






ロジェクト, 国内では青空文庫がある. そこに作品がアップされたからと言って, 書籍版の売り












程度切り開きつつあるのかなど, 位相の異なる問題が複雑に絡み合っている. とは言え, この問
題に心を寄せる人たちと本を読みたいという障害を持つ人たちの努力で, 活字におけるバリアフ








ツアーを企画してきた美術館がある. 音の場合, 振動を床に伝えてリズムを感じさせる, あるい
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